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はじめに 

 本報告書は、令和 4 年度に人と防災未来センターの研究員らが実施した研究について、論文もしくは
口頭発表などを取りまとめたものである。言うまでもなく、防災研究は実践的でなければならない、とい

うのが、阪神・淡路大震災で得た筆者の教訓である。要は、役に立たなければ無駄なのである。筆者は、

2021 年 6 月からニュー レジリエンス フォーラムという名の国民運動の共同議長を務めており、日本国

憲法に緊急事態条項を明記しなければならないと考えている。災害対策基本法に同じ条文があるが、1961

年施行以来、適用されたことがないのである。なぜなら、ほかの関連法案と調整を経なければ適用が不可

能なのである。これは感染症についても同じで、コロナ禍の時に野戦病院の一つも政府主導でできなか

ったことと同じなのである。地方分権は結構であるが、緊急事態の時には対処できないのである。しか

し、とくに参議院の憲法審査会で実質審議になかなか入れないというジレンマに襲われている。どうも

審議を進めることすら反対する政党の国会議員の主張は、よく聞いてみると、災害で命を亡くすことが

いかに悲惨な事かということの理解が薄いようである。経験して気づくようでは遅すぎるのである。実

態を知らないというのは議論する資格がないのと等しい。 

 防災や減災は、災害科学と災害文化に属する学問分野である。しかしながら、近代に入って前者が主導

で、後者は従であるという認識が欧米先進国の学会で合意されたようである。だから、彼らはかつて災害

下位文化と呼んでいた。科学は普遍的であるのに対し、文化は地域的、歴史的であるから科学よりも劣る

というわけである。筆者は 1908年代の後半にこのことに気づき、災害下位文化ではなく災害文化である

と主張した。災害文化とは、地域的、歴史的なことが特徴なのであって、決して下位ではないのである。

そして、災害文化の研究手法がアクティブ・ラーニング一辺倒であるから、いくらでも結果が出てくるの

である。この手法による成果は専門学校の講義内容レベルに留まり、いくらケーススタディをやっても、

防災専門家としての学識は育たないと言ってよいだろう。 

 このような誤解は、欧米先進国で際立っており、科学偏重につながったルネサンスの運動は果たして

正解だったのかということすら疑問に思われる。防災研究は、リベラル・アートとして進めなければなら

ないと常日頃考えているが、民主主義すら米国が経済的に豊かになるための道具として使われてきたよ

うな思いに襲われるほどである。ロシアの諸学会がプーチン大統領のウクライナ侵攻を是認するどころ

か、積極的に支持する現実を見ると、『文化』を『文明』の下に置く欧米流の学問のあり方は、大変深刻

な結果をもたらしていることに気がつくべきであろう。全国で新しく生まれるデータ・サイエンス学部

の授業が、アクトティブラーニングを多用するカリキュラムを見ると、大学は専門学校ではないと叫び

たくなる。防災研究は、絶対そうなってはいけないと思う。 
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阪神・淡路大震災記念 人と防災未来センター

センター長 河田恵昭
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